
幹 部 会 報 告 事 項 
令和 6 年 12 月 23 日 
総 務 局 

事 

項 
大都市制度講演会の開催について 

内 

 

 

 

 

 

容 

 

大都市制度講演会は、「特別自治市」制度の創設と広域連携の推進を掲

げた、名古屋市がめざす大都市制度を広く知っていただく場として開催し

ています。今年度は、「これからの自治体のあり方と新たな大都市制度～

特別市と広域連携の可能性～」と題して、名古屋市が果たすべき役割など

について市民の皆さまと一緒に考えていきます。 

 

1 日  時 
 令和7年1月24日（金） 14時00分～16時30分（開場13時30分） 

2 会  場 
名古屋市立大学桜山キャンパス さくら講堂 
（名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１） 

3 内  容 
第1部 講演 
「これからの大都市制度と名古屋市がめざす「特別市」の意義」 

東京都立大学大学院法学政治学研究科 教授 伊藤 正次 氏 

「広域連携の必要性と大都市に求められる役割」 
同志社大学大学院総合政策科学研究科 教授 野田 遊  氏 

第2部 パネルディスカッション 
コーディネーター 
名古屋市立大学大学院人間文化研究科 准教授 三浦 哲司 氏 

パネリスト 

東京都立大学大学院法学政治学研究科 教授  伊藤 正次 氏 
同志社大学大学院総合政策科学研究科 教授  野田 遊  氏 
名古屋市総務局担当局長（企画調整）     武田 淳 

4 定  員 
200名程度（入場無料・申込不要） ※手話通訳、要約筆記あり 

5 そ の 他 
・名古屋市立大学都市政策研究センターとの共催により開催します。 
・広報なごや、区役所等でのチラシ配架等にて周知を行います。 

 

備 

考 

本件については、本日市政記者クラブに資料提供します。 

別添チラシ内、「令和 6 年度 大都市制度講演会」のページは、本日午前 10

時に公開予定です。 

 （総務局企画部大都市・広域行政推進課 内線2208） 



アクセス

会場には駐車場があり ません。

公共交通機関でお越しく ださ い。

こ れから の自治体のあり 方と

新たな大都市制度
～特別市と 広域連携の可能性～

　 人口減少、少子化・ 高齢化の進行に伴い、地方自治体においては、一自治体とし ての機能を 維持する

ことが困難となる市町村が全国各地で生じることが予想されます。

　 こうした状況の中、全ての自治体が将来にわたり行政サービスを持続的に提供していく ためには、自治体

のあり方の見直しと、周辺の自治体との益々の連携が必要になります。

　 名古屋市がめざす新たな大都市のあり方「 特別市」と、名古屋市を 中心とした圏域における広域連携を

切り口に、名古屋市が果たすべき役割について一緒に考えてみませんか。

入場
無料

申込
不要

定員
200名

※手話通訳・ 要約筆記あり。

令和7年1月24日 金

14： 00～16： 30（ 13： 30開場）

名古屋市立大学桜山キャンパス

さくら講堂
（ 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1）

桜通線「 桜山」駅下車3番出口より 徒歩5分

●金山駅 金山7 番のりばより 金山12
　「 市立大学病院」 下車

●金山駅 金山8 番のりばより 金山14（ 桜山経由）

　「 市立大学病院」 下車

地下鉄

市バス

この地域における自治体連携の推進と、

地方が担う べき事務を市が一元的に担う

「 特別市」 制度の創設を目指しています。

この地域有数である総合大学の強みを活かし 、各専門分野を融合させながら、地域のまちづくり・ 子育て支援・ 医療・ 福祉・

観光など、名古屋市をはじめこの地域が抱える多種多様な課題の解決に向けた調査・ 研究・ 分析を行っています。

名古屋市立大学都市政策研究センター

名古屋市 名古屋市立大学都市政策研究センター共催主催

名古屋市が

めざす

大都市制度

名古屋市が

めざす

大都市制度

「 特別市」 に つ い て は、
こちら のホームページに
掲載し ています！

「 令和６ 年度 大都市制度講演会」 の
ホームページはこちら！

名古屋市 大都市制度講演会 検索

名古屋市 特別市 検索

名古屋市 大都市制度講演会

日時

会場 附属病院
（ 病棟・ 中央診療棟）

附属病院
（ 外来診療棟）

医学研究科・ 医学部研究棟

看護学部棟

医学部
基礎教育棟

本部棟

工事エリア

地下鉄桜通線
桜山駅３ 番出入口

総合情報センタ ー
川澄分館（ 図書館）

・ さ く ら 講堂

N



講演 （ 14： 05～15： 25）

プ ロ グラ ム（ 敬称略）

主催者挨拶

【 講師】 東京都立大学大学院法学政治学研究科  教授  伊藤 正次

◆コーディネーター 名古屋市立大学大学院人間文化研究科　 准教授   三浦  哲司

◆ パネリスト 東京都立大学大学院法学政治学研究科　 教授　 　 伊藤  正次
同志社大学大学院総合政策科学研究科　 教授　 　 野田  遊
名古屋市総務局担当局長（ 企画調整）　 　 　 　 　 　武田  淳

「 これからの大都市制度と名古屋市がめざす「 特別市」の意義」

【 講師】 同志社大学大学院総合政策科学研究科  教授  野田 遊

「 広域連携の必要性と大都市に求められる役割」

名古屋市総務局担当局長（ 企画調整） 武田 淳

登壇者プ ロ フィ ール（ 敬称略）

第1 部

パネルディスカッショ ン （ 15： 35～16： 30）
第2 部

講演・ パネルディスカッショ ン

パネルディスカッショ ン

伊藤 正次
い    とう       まさ  つぐ

東京都立大学大学院

法学政治学研究科

教授

［ 経歴］

東京大学大学院法学政治学研究科修了、博士（ 法学）。

首都大学東京大学院社会科学研究科教授などを 経て

現職。専門分野は、行政学・ 都市行政論。内閣府・ 地方

分権改革有識者会議議員等を多数歴任。

三浦 哲司
み    うら      さ と し

名古屋市立大学大学院
人間文化研究科  
准教授

［ 経歴］

2011年同志社大学大学院総合政策科学研究科博士後

期課程修了後、同志社大学高等研究教育機構助手など

を経て、2014年より現職。専攻は行政学、地方自治論。

武田 淳
たけ   だ    じゅん

名古屋市総務局担当局長（ 企画調整）

［ 経歴］

1990年名古屋市役所入庁後、環境局環境企画部長、

財政局財政部長などを経て、2022年4月から現職。市政

の総合的な企画及び調整を担当。

野田 遊
の     だ      ゆう

同志社大学大学院

総合政策科学研究科

教授

［ 経歴］

同志社大学大学院総合政策科学研究科修了、博士（ 政

策科学）。愛知大学地域政策学部教授などを経て現職。

専門分野は、地方自治、行政学、公共政策。日本地方自治

研究学会常任理事等を多数歴任。

名古屋市総務局企画部大都市・ 広域行政推進課
TEL： 052-972-2208　 FAX： 052-972-4418　 E-mail： a2209-02@ somu.city.nagoya.lg . jp

問合せ

http://#


幹 部 会 報 告 事 項 

      令和 6年 12 月 23 日  

環 境 局 

事

項 
環境科学調査センター 調査研究発表会について 

内   

容 

 
 

環境科学調査センターでは、市民の健康、安全および快適な生活環境を守るた

め、大気や水質等、環境に関する調査研究を行っております。 

この度、令和６年度の調査研究発表会を下記のとおり開催いたしますので 、

お知らせいたします。 

 
 

１ 開催概要 

日 時：令和７年２月７日（金）１４：００～１６：３０ 

場 所：愛知芸術文化センター１２階 アートスペースＡ（名古屋市東区東桜1－13－2） 

定 員：先着１００名（令和７年１月１４日（火）午前９時から受付開始） 

参加費：無料 
 
 

２ 発表内容 

（１）PFAS
ピーファス

ってなんだろう？～名古屋の川にも存在するの？～ 

  PFASが名古屋の川にどのくらい存在しているのか調査した結果を報告しま

す。 

 

（２）自然共生サイト「なごや東山の森」での水質調査結果について 

～湿地機能保全に着目して～ 

東山の森の天白渓湿地における水質調査結果について解説します。 

 

（３）名古屋市域における新幹線鉄道騒音の測定事例について 

名古屋市域を走る新幹線について、騒音の変動要因の事例を紹介します。 

 

（４）名古屋の夏の暑さを和らげるクールスポットって！？ 

～温度調査からわかる暑さ対策の効果～ 

ヒートアイランド現象の影響を和らげる取り組みの効果を報告します。 

 

 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（環境局環境科学調査センター 外線 692-8481） 







幹 部 会 報 告 事 項 
令和 6年 12 月 23 日 

健 康 福 祉 局 

事 

項 

  
新型インフルエンザ実地訓練の実施について 

 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

 

１ 趣 旨 

次の感染症危機への備えをより万全なものとするため、市感染症予防計 

画に基づき、実践的な訓練を通じ、平時の備えについて不断の点検・改善 

を行うことが重要となっている。 

今回の訓練では、市民の生命や健康、経済全体に大きな影響を及ぼす恐 

れのある「新型インフルエンザの発生」に対し、市内で患者が確認されて 

いない段階における疑い患者の対応について、感染症指定医療機関である 

「名古屋市立大学医学部附属東部医療センター（以下、東部医療センター 

という。）」と連携して訓練を行う。 

 

２ 日 時 

令和 7 年 1 月 10 日（金）午後 1 時 30 分～午後 4 時 15 分（予定） 

 

３ 訓練内容 

（１）新型インフルエンザ相談窓口での聞取調査及び関係機関との調整 

（２）保健センターによる患者の受入調整 

（３）名古屋市保健所（感染症対策・調査センター）による患者移送用バッ

グを使用した移送 

（４）東部医療センターでの診察と検体採取 

（５）保健センターによる検体搬送 

（６）保健センターによる入院勧告 

（７）参加機関での情報伝達訓練 

 

４ 実施場所 

市役所、千種保健センター、東部医療センター 

 

５ 訓練参加機関 

新型インフルエンザ等対策本部事務局（健康福祉局感染症対策課、防災 

危機管理局危機対策課）、相談窓口（健康福祉局感染症対策課）、千種保健 

センター、感染症対策・調査センター、衛生研究所、東部医療センター 

備 

考 

 

本件は、本日記者クラブへ資料提供します。 

 

（健康部感染症対策課 内線３３７８） 



幹 部 会 報 告 事 項 
令和６年１２月２３日 
子 ど も 青 少 年 局 

事項 令和７年成人の日記念行事の実施について 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

容 

令和７年成人の日記念行事について、以下の通り実施いたします。 

１ 対象者 

  生年月日 平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生 

  人  数 ２１，３７５人（令和６年１２月１日時点）…別紙のとおり 

 

２ 実施日 

  令和７年１月１３日（月・祝）※ただし、以下の７１学区は１２日（日）に開催。 

区 学     区 

千種 田代学区、見付学区、宮根学区 

北 
大杉・清水学区、川中学区、味鋺学区、西味鋺学区、楠学区、如意学区、 

楠西学区 

西 浮野・平田学区、幅下・那古野・江西学区 

中村 牧野学区 

昭和 全学区（１１学区） 

瑞穂 陽明学区 

中川 昭和橋・玉川学区 

緑 鳴海・相原学区、鳴海東部・常安・徳重学区、戸笠・黒石・桃山学区 

名東 全学区（１９学区） 

天白 
平針南学区、平針学区、平針北・原学区、植田学区、植田南学区、植田北学区、

植田東学区、大坪学区、八事東学区、表山学区、野並学区、山根学区 

※字体がゴシック太字の学区は、今年度新たに日曜開催となった学区です。 

 

３ 全市の会場及び内容 

  (1)会場…全１８０会場 

区実施区 ４区 ４会場 （東区・中区・昭和区・熱田区） 

学区または地区実施区 １２区 １７６会場 

     ○主催は各区役所および地域（区政協力委員会、学区連絡協議会等）による 

  (2)内容…概ね次のとおり（各会場により異なる） 

    〇式典、写真撮影、恩師との懇談会、誓いの言葉 

    ※その他 記念植樹やタイムカプセルの開封等を行う会場あり 



 

 

４ 記念品等 

  各区役所・地域により開催される「成人の日記念行事」において、例年名古屋市から

記念品を贈呈しています。 

(1) 記念品（名古屋市から） 

① 多機能ボールペン 

大きさは全長 14cm で、ボールペンの他にライト・スマホスタンド・タッチペン 

機能を有する多機能ボールペンを贈呈します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 対象者と同じ 20 歳の方から公募によって選ばれたデザイン画のカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

(2)子ども青少年局と「子どもの未来全力応援パートナー協定」を結んでいるトヨタヴ

ェルブリッツからの協賛（本年度から実施） 

① トヨタヴェルブリッツ所属 姫野和樹選手からのお祝いコメントの提供 

  （ユーチューブで視聴できるようにいたします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② トヨタヴェルブリッツ招待試合案内カード 

トヨタヴェルブリッツのご協力でホームゲームに無料で招待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(3)本市と包括連携協定を結んでいる株式会社名古屋グランパスエイトからの協賛 

（令和４年度から実施） 

名古屋グランパス無料招待試合の案内チラシ 

名古屋グランパスのご協力でホームゲームに無料で招待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備考 本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 
 

（子ども未来企画部青少年家庭課 内線３２５８） 



(単位：人）

千種区 768 749 1,517

東区 292 280 572

北区 729 668 1,397

西区 688 672 1,360

中村区 572 614 1,186

中区 352 419 771

昭和区 550 529 1,079

瑞穂区 478 461 939

熱田区 269 294 563

中川区 1,034 977 2,011

港区 742 692 1,434

南区 557 588 1,145

守山区 867 872 1,739

緑区 1,282 1,226 2,508

名東区 780 821 1,601

天白区 798 755 1,553

合計 10,758 10,617 21,375

［参考］

令和6年対象者数 10,635 10,317 20,952

令和7年名古屋市対象者数（令和6年12月1日現在）

区 男 女 計

別紙



幹 部 会 報 告 事 項 
令和 6 年 12 月 23 日 
上 下 水 道 局 

事項 メキシコ市に対する JICA 草の根技術協力事業の開始について 

内 

               

容 

１ 趣 旨 

上下水道局では、独立行政法人国際協力機構（JICA）と連携し、国際的な水

問題解決の一助を担うよう国際協力を推進しています。 

2024 年 12 月 19 日より、メキシコ市の水道事業、下水道事業に対する当局

の新たな技術協力を開始します。 

２ 事業の概要 

(1) 事業名 
「メキシコ市における統合水資源管理に向けた 

上下水道サービス水準の向上プロジェクト」 
(2) 対象機関 

メキシコ市上下水道局 及び メキシコ市リスク統合管理・市民保護局 
(3) 実施期間 

2024 年 12 月 19 日（木）から 2027 年 12 月 17 日（金）まで（3年間） 

(4) 活動内容と目的 

・メキシコ市への局職員の派遣（4回）、メキシコ市職員の受入研修（2回） 

・配水管理や漏水防止対策、降雨時の浸水対策などに関する技術支援 

⇒限られた水資源の有効利用や浸水被害の軽減 

３ 令和 6年度の活動予定 

 

メキシコ市派遣（第 1回） 

派遣職員 上下水道局職員 6 名 

期 間 
2025 年 1 月 18 日～2月 6日（20 日間） 

 ※一部職員は 1月 23 日までの 6 日間 

主な活動 

○ キックオフミーティング 2025 年 1 月 22 日（予定） 

出席者（順不同） 

メキシコ市上下水道局長 

メキシコ市リスク統合管理・市民保護局長 

メキシコ市国際局長 

メキシコ国際開発協力庁メキシコプロジェクト事業総局長 

JICA メキシコ事務所長 

名古屋市上下水道局長 

○ メキシコ市長表敬 

○ 現地調査及び活動モデル地区の選定 
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（参考）当局のメキシコ市における JICA 草の根技術協力事業 

① これまでの実績 

年度 事業名 

2005～2010 年度 メキシコ水道における水質管理プロジェクト 

2011～2013 年度 メキシコシティの下水道事業改善プロジェクト 

2014～2016 年度 メキシコ市における下水処理改善プロジェクト 

2019～2023 年度 メキシコ市における上下水道震災対策強化プロジェクト 

2024～2027 年度 

（今回事業） 

メキシコ市における統合水資源管理に向けた 

上下水道サービス水準の向上プロジェクト 

 

② 2019～2023 年度事業の概要 

  メキシコ市における上下水道の震災対策を強化するため、名古屋市が持つ施

設の耐震化整備や防災活動に関する知見・ノウハウを伝えることを目的とし、

耐震化技術の紹介や市民参加型の応急給水訓練、上下水道施設における緊急時

の対応マニュアル策定などの取り組みを実施しました。延べ 19 名の職員をメ

キシコへ派遣し、メキシコ市からは延べ 12 名の研修員を受け入れました。 

 

 

備考 本件は、12 月 19 日（木）に市政記者クラブに資料提供しました。 

（企画経理部連携推進課 内線３７２０） 

応急対策訓練での現地指導           局応急給水施設の視察 
（アグリコラオリエンタル浄水場）            （比良西応急給水センター） 
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消 防 局 

事 
 

項 

令和 7 年名古屋市消防出初式について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

１ 目 的 

名古屋市消防出初式は、年頭にあたって消防職員、消防団員の勇姿を披

露し、安全で快適な市民生活を守るために専門化、組織化された消防部隊

と調和のとれた地域防災力を公開し、市民の理解と信頼を深めることを目

的としています。 

２ 日 時 

令和 7年 1月 12 日（日）午前 10 時 00 分から午前 11 時 30 分まで 

（ 消防ふれあい広場は、午前 9時 30 分から午後 3時 00 分まで ） 

３ 場 所 

名古屋港ガーデンふ頭（名古屋市港区港町） 

４ 主催 

   名古屋市消防局、名古屋市消防団連合会 

５ 出場人員及び車両等 

⑴ 人員 

  消防職員 約 650 名 

  消防団員 約 850 名 

  市民防災組織 約 70 名 

⑵ 車両等 

  消防車両等 約 30 両 

  航空機 2 機 

  消防艇等 2 艇 

６ その他 

⑴ 名古屋港での開催となるのは、5年ぶりとなります。 

⑵ 関係機関の参加について、海上保安庁から巡視艇 1艇、藤田医科大学から

ドクターヘリ 1機を予定しています。 

⑶ 消防庁長官（代理）、愛知県知事、市長、副市長、市議会議長、副議長、

都市消防委員会委員長、副委員長等にご参加いただく予定です。 

 

備 

考 

本件は、12 月 17 日（火）に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（総務部総務課 内線 3544） 

令和 7年名古屋市消防出初式ポスター 

（学校法人日本教育財団HAL名古屋協力） 


